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P310a 大気散逸を考慮したM型星周りのハビタブルゾーンの再評価 (2)
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M型星周りのハビタブルゾーン (CHZ)の再定義について、私達はこれまで、異なる定義のハビタブルゾーン
を比較する ExoKyoto太陽系外惑星データベース (2017年春季年会 P245a)に、恒星のフレア発生頻度と惑星境
界上のフレア強度の評価 (2017年秋季年会N23a) 、それぞれの惑星表面での推定被曝量の評価 (2018年秋季年会
P313a )、大気散逸の影響評価 (2019年秋季年会 P325a)を行ってきた。
本研究では、前回発表と同様の大気散逸の影響評価を、ExoKyotoで CHZに存在すると判定された地球サイ

ズ (≦ 1.9RE)の系外惑星 46個に対して新たに行った。具体的には主星の XUV成分について、MASCLESによ
る定量化を拡張し、フレア頻度を考慮した大気散逸の効果も加味し、それぞれの惑星位置における XUVフラッ
クスの算定の定量化と、これを用いての大気散逸レートを計算した (Airapetian et al. 2017 ApJL)。フレアの発
生頻度についても、１ヶ月、１年に一度のフレアと同時に、その黒点面積や表面温度から推定される最大のフレ
アエネルギーの評価を行った。また、計算はYamashiki et al. 2019 ApJと同様モンテカルロ計算コード PHITS
を用いて、３つの異なる大気 (N2+O2, CO2, H2)の場合の大気シャワーを計算し高度毎の被曝量の推定を行なっ
た。結果いくつかの恒星活動が弱いとされているM型星を周回する惑星系においても、大気散逸の効果を考える
と、地表への影響を考慮すべき惑星が存在することが示唆された。


